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What does the blue moon in Bill Monroe’s “Blue Moon of Kentucy” mean? Is it a 
symbol of curse?  
“Blue Moon” has many meanings, from “absurdity” to “infrequence” and in recent 
decades it means “the second full moon in a month” by a misinterpretation of an old 
farmer’s almanac. Tracing the origin of one of the meanings of “Blue Moon” reveals a 
birth of new folklore. 
 
 
序章 
 
2004年秋の NHKの「みんなのうた」に“月のワルツ”という曲が登場した。（注１）
月夜のファンタジイを幻想的に歌った曲だが、出だしの歌詞が面白い。 
 
こんなに月が蒼い夜は 不思議なことが起きるよ 
 
というのである。“青い月”に不思議な力があるという考え方が日本にもあるのだろうか。
音楽評論家の湯川れい子氏が詩を作っている。湯川氏は知る人ぞ知る、エルビス・プレス
リー（Elvis Presley:1935-1977）の熱狂的なファンである。 
 
エルビスのデビューは 1954 年で、サンレコードから出した最初のレコードの A 面は
“That’s All Right”で B面が“Blue Moon Of Kentucky”であった。（注２） 
B面の、“Blue Moon Of Kentucky”は、アメリカの大衆音楽にブルーグラス“Bluegrass”
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というジャンルを確立して、のちにブルーグラスの父（The Father Of Bluegrass）と呼ば
れるようになるケンタッキー州出身のビル・モンロー（Bill Monroe:1911-1996）が作詩作
曲して 1946年 9月に吹き込んだ曲である。（注３） 
その後、“Blue Moon Of Kentucky”は、上述のごとくエルビスが彼のデビュー曲に選ん
だのを手始めに、数多くのミュージシャンがカバーするところとなり、元ビートルズのポ
ール・マッカートニー（Paul McCartney:1942-）もビートルズ解散後結成したバンド、ウ
ィングズの公演でこの曲を何度も取り上げている。（注４） 
そして 1988年、ケンタッキー州政府が、公式の州歌（the State’s Official Song）を、
それまでのステファン・フォスター（Stephen Foster:1826-1864）の“My Old Kentucky 
Home”から、Billの“Blue Moon Of Kentucky”に取り替えた、という記述がコロンビアの
出した 2枚組 CD「THE ESSENTIAL BILL MONROE AND HIS BLUE GRASS BOYS 
1945-1949」の解説書などに登場するに至った。しかし、流石にこれは贔屓の引き倒しの
ようであった。（注５） 
かように、Billの“Blue Moon Of Kentucky”は今や、ポピュラー音楽の世界では知らぬ
者のいない名曲となっている。 
 
“Blue Moon Of Kentucky”の歌詞はごく簡単なものだ。 
 
Blue moon of Kentucky, keep on shining, 
Shine on the one that’s gone and proved untrue; 
Blue moon of Kentucky, keep on shining, 
Shine on the one that’s gone and left me blue. 
 
It was on a moonlight night, the stars were shining bright, 
And they whispered from on high, “Your lover said good-bye”; 
 
Blue moon of Kentucky, keep on shining, 
Shine on the one that’s gone and said, “Good-bye”. 
 
愛した男に捨てられた娘が“blue moon”に、去り行く不実な男の背中を照らし続けておく
れと切々と語りかける歌である。 
自分を裏切って去って行く男の背中を照らし続けるようにと月に願う娘心とは一体如何
なるものなのであろうか。暗い夜道で男が迷ったり、怪我をしないようにと心配する優し
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い心なのだろうか。そうではあるまい。 
 
千百年も前の日本には、裏切った男の命を神が奪うことを願う凄まじい女の恨みの歌が
あった。百人一首にある右近の次の歌だ。 
 
忘らるる身をば思はず誓ひてし人の命の惜しくもあるかな（注６） 
 
“忘れられる私の身はどうでもいい。神の前で永遠の愛を誓い合ったのに、貴男はその
誓いを破って去って行くのだから、怒った神様が奪ってしまうであろう貴男の命がなんと
も惜しまれることよ。”という意味の恐るべき恨みの歌である。 
 
20世紀半ばのアメリカで生まれた“Blue Moon Of Kentucky”も捨てられた女の恨みの歌
なのではなかろうか。 
去り行く憎い男の背中を不吉な“blue moon”が照らし続けて、この男に災難が降り懸かる
ようにと祈る恐ろしい恨みの歌ではないだろうか。 
“blue moon”が不吉なもの、呪いのシンボルであることが立証できれば、この仮説が成り
立つことになる。 
 
以下、“blue moon”の意味するところを明らかにする。 
 
 
１章 “blue moon”の意味 
 
オックスフォード英語辞典によれば、“blue moon”という表現が記録に登場するのは、シ
ェイクスピアよりも前の 1528年にまで遡ることができるという。 
その使用例は 
 
“Yf they saye the mone is belewe, 
We must  beleve that it is true.” 
 
というものであった。月が青いなんてそんな馬鹿なことがあるか、という嘲りや皮肉が込
められた使い方のようである。“To say that the moon is blue.”ということわざは、“To 
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believe that the moon is made of green cheese.”と同じ様に“absurdity”を表す言い方であ
るという。月が青いということは有り得ないことだから、そう言い立てることが馬鹿らし
さと同義になったのであろう。（注７） 
 
さて、20世紀のアメリカでは、“blue moon”には、大きく分けて三っつの意味があった。 
最初の意味は、文字どおりの“青い月”である。火山の大噴火などによる粉塵が大気中
に高く舞い上がり、偏西風に乗って地球を回ると粉塵をとおして見る月の光が青く見える
現象はこれまでに何度か記録されている。 
1883年にはインドネシアのクラカトア山が大噴火し、成層圏に滞留した微粒子の作用に
より、世界各地で数年にわたり青い月が観測されたという。（注８） 
1950 年にカナダのアルバータ州で発生した大規模な山火事の煙が成層圏に達してイギ
リスで青い月が観測されたという報告もある。（注９） 
最近では、1980年にワシントン州のセント・ヘレン山で、1983年にはメキシコのエル・
チチョン山で、1991年にはフィリピンのピナツボ山で大噴火が起こり、いずれも青い月が
観測されたという。（注１０） 
 
第 2の“blue moon”の意味は、“きわめて長い期間”である。オックスフォード英語辞典
（1989年版）によれば、“a rarely recurring period”とある。（注１１） 
また、新イラストレーテッド・オックスフォード辞典（1987 年版）によれば“This is 
usually intended to imply a long time.”と説明されている。滅多に起ることがないことが
起るのには、非常に長い時間を要するであろうことからきわめて長い期間を意味すること
となった。（注１２） 
“once in a blue moon”という言い方もあって、これは滅多に起きないこと、非常に珍し
いできごとを表す。その例は、D.H.Lawrenceの“Sons and Lovers”に見ることができる。 
 
“What seats are you going in?” 
“Circle - three and six each!” 
“Well, I’m sure!” exclaimed his mother sarcastically. 
“It’s only once in the bluest of blue moons.” （注１３） 
 
“once in a blue moon”は、歌のタイトルにも使われている。“Once in a Very Blue Moon”
がそれで、Nanci GriffithやアイルランドのMary Blackの歌唱で知られている。（注１４） 
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歌詞は概略次のようである。（一部省略） 
 
I found your letter in my mailbox today 
You were just checking if I was okay 
And if I miss you, well you know what they say 
Just once in a very blue moon 
And I feel one coming on soon 
 
There’s a blue moon shinin’ 
When I am reminded of all we’ve been through 
Such a blue moon ... shinin’ 
Does it ever shine down on you? 
You act as if it never hurt you at all 
Like I’m the only one who’s gettin' up from a fall 
Don’t you remember? 
Can’t you recall? 
 
Just once ... in a very blue moon 
And I feel one comin’ on soon 
... just once ... in a very ... blue moon 
 
これも捨てられた女性が残る未練を隠して、「貴男を思い出すことなど、まず、ないわ」
と強がる歌である。（なお、この歌詞の中にも“once in a blue moon”とは別に登場する“blue 
moon”は、単なる美しい想い出としての青い月なのであろうか？この歌の中で“blue moon”
は、苦い想い出を彩る、痛みを伴う青い月として扱われているようである。） 
 
ここで疑問が湧くのは、何故、“blue moon”が稀に起ることを意味するようになったのか
ということである。 
これには、最初にとりあげた青い月が関係しているように思われる。第一の意味のとこ
ろで検証したように物理的に青く見える月は、稀にではあるが実際に観測されているのだ。
これから推測されることは、月が普段も青いと言えば馬鹿馬鹿しいことになるが、ごく稀
にはあり得ることだから、稀なこと、或いはごく長い期間に起こること、またはその長い
期間を“blue moon”で表すことになったのであろうか。 
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２章 新しい folkloreの誕生 
 
“blue moon”の第三の意味は、オックスフォード英語辞典には載っていないが、現在の北
アメリカ大陸では広く人口に膾炙しているものである。 
「同じ月のうちに二度満月がある場合、二番目の満月を“blue moon”と称する（The 
second moon in a calendar month is a “blue moon”.）」という民俗伝承（folklore）が、
広く知られ、使われているのだ。 
 
例えば最近では、1999年には、1月と 3月に満月がそれぞれ二度ずつあり、数多くの新
聞、ラジオ、テレビがこの現象を“two blue moons”または“double blue moons”として取り
上げた。（注１５） 
月の満ち欠けの周期を朔望月といい、1朔望月、即ち満月と満月の間は 29.53日である。
ところが太陽暦による 1ヶ月の平均は 30.5日であるから同じ月に満月が二度現れることが
あり得るわけである。しかし、2 月は 28 日（閏年でも 29 日）しかないため、2 月に満月
を 2度見ることはあり得ない。 
1 月の月初めに満月が現れれば 1 月末にも満月が現れることになり、次ぎの満月は 2 月
を飛ばして 3 月の初めに出るため、3 月の月末にもまた、満月が見られることになる。こ
の珍しい現象は計算するとほぼ 19年に一度発生する確率になるといい、1999年はその 19
年に一度の珍しい年であったのである。 
 
そして 2001年 11月、フロリダの地方紙に、“Once in a blue moon, a blue moon occurs. 
And, today is when it happens -- for America, the first time in the 21st century.”という
記述が載った。（注１６）この記事の冒頭で、Bulmahn記者が、“The popular, unscientific 
definition of a blue moon is the second full moon occurring in a single month.”と書き、
この“blue moon”の第三の意味は、科学的ではないがポピュラーな定義であると断っている
ことからも、今世紀に入ってからもアメリカではこの第三の意味が広く知られていること
が判る。 
また、アメリカ宇宙航空局（NASA）のウェブサイトの 2004年 7月版には“The month of 
July 2004 has two full moons, which means one of them is a Blue Moon.”という記述があ
る。（注１７） 
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ところで、この第三の意味の生まれた経緯が何ともややこしく、興味深い。 
 
同一の月内に二度満月がある場合の二番目の満月を“blue moon”と称するという北米大
陸の民俗伝承は、かなり古くから行われていたものと思われていた。この起原を調べたの
は、カナダのニューファンドランド・メモリアル大学の民俗言語文書館（注１８）で記録
文書の保管官（archivist）をしている言語学者で民俗研究家の Philip Hiscockである。 
1988年 5月、数多くのラジオ局や新聞がこの意味での“blue moon”について、「古くか
らある民俗伝承」として報道したため、Hiscockの勤務する文書館に“blue moon”に関する
質問電話が殺到したことにより、彼はこの民俗伝承の存在を知り調査を開始した。因に
1988年 5月は満月が二度出る月であった。 
彼は“blue moon”に関する多くの文献に当たった結果“blue moon”には 6つの意味がある
ことを知ったと述べている。1つは“ 馬鹿馬鹿しさ（absurdity）”であり、2つ目は“決
してあり得ない（never）こと”であり、3つ目は“物理的に青く見える月”であり、4つ
目は“滅多に起こらないこと”であり、5 つ目は“悲しみ・孤独の象徴”で、最後が“同
じ月に出る二つ目の満月”であった。なお、Hiscock は、この 5 つ目の意味のところで、
その使用例として“Blue Moon of Kentucky”を挙げている。 
このときは、Hiscock がいくら調べても“同じ月に出る二つ目の満月”という言い方の
起原らしきものには行き当たらなかった。この民俗伝承は、おそらくごく限られた地域の
みに残されたものであろうと Hiscockは推測して調査を打ち切る。 
しかし、次に満月が 2回出る 1990年 12月になると、再び質問電話が相次ぎ、Hiscock
は今回は、コンピュータ・ネットワークをフルに活用した徹底的な調査を行ったが、また
も満足な結果に行き着かない。Trivial Pursuit（些末追求）という会社が 1985年に出版し
た“Facts and Record”という子供向けの本に、この意味での“blue moon”が登場することな
どを知るが、その起原は謎のままであった。 
彼はこの件についてインターネットに文章を載せると、Deborah Byrd というラジオ・
キャスターの書いた“Astronomy”という記事のコピーが手に入る。この記事で Byrd は、
1970年代後期の彼女の番組“Star Date”の中で、「1943年の Sky & Telescope誌の“Star 
Quiz”という欄にこの意味の“blue moon”が正解となるクイズが出題されていたことを紹介
した」と記していた。そして、この時のクイズの出題者は、19世紀のメイン州の農作業暦
を見てこのクイズを作ったと書いていたのであった。 
かくして Hiscockは、同じ月に出る二度目の満月を“blue moon”と称するという民俗伝承
－221－ 
埼玉女子短期大学研究紀要 第 16号 2005.03 
がメイン州にあったが、それを全国に広めたのは 1970 年代後半の Deborah Byrd のラジ
オショー“Star Date”であったという結論に達したのである。そして Hiscock は、Sky & 
Telescope誌からの依頼によりこのことを 1999年 3月号の同誌に寄稿する。前述したよう
に、1999年も 1月と 3月に満月が二度ずつ現れて、無数の新聞、ラジオ、テレビが“blue 
moon”に関する話題に触れたからであった。 
 
ところが、Sky & Telescope誌は、この二ヶ月後に、自誌の 1946年 3月号に載せた記事
が 1937 年のメイン州の農事暦を間違って解釈した結果、同じ月に出る二度目の満月を
“blue moon”と称するという誤った民俗伝承を作り出してしまったという記事、“What’s a 
Blue Moon?”を 1999年 5月号に掲載したのである。（注１９） 
 
Sky & Telescope誌の Donald W. Olson, Richard Tresche Fienberg, Roger W. Sinnott
の 3人連名になるこの記事によると、彼等は 1819年から 1962年までのメイン州の農事暦
40 册以上に当たって、“blue moon”に関する記述をしらみつぶしに調べ上げたという。そ
して、1ダース以上の“blue moon”に関する記述にぶつかったが、その中のひとつとして同
じ月に出る二番目の満月について書いているものはなかった。 
彼等の調べた“blue moon”が登場するのはすべて、11月、2月、5月、8月の 20日か 21
日、若しくは 22日又は 23日に限られていた。これらの日付けは北半球の冬至か夏至、或
いは秋分の日か春分の日の正確に 1ヶ月前になっていたのだった。 
ここから先の解読は、天文学は言うに及ばず、太陰暦、太陽暦、太陰太陽暦など複雑な
暦法やキリスト教の四旬節などに疎い筆者にはきわめて難解なものであった。要するにキ
リスト教会暦では、祝祭日をどの日に決めるかが非常に重要なことになるのだが、その判
断に“blue moon”が深く関わっていたのであった。そしてこの難解さが、後述するように、
アメリカにおいても間違いを生んだのである。 
普通の年では 1年に満月が 12回現れるのが、このすべてにそれぞれ“wolf moon, snow 
moon, worm moon, pink moon, harvest moon”などと個別の名前がつけられている。しか
し、ときに 1年に 13回満月が現れる年があるが、その満月には名前がない。そこで、普通
はひとつの季節に 3回登場する満月がその年のある季節には 4回出て来るので、そのうち
の 3番目の満月に“blue moon”という名前を与えたのである。例えば、カトリック教会では、
春分の日以降の最初の満月のあとの最初の日曜日を Easter とすることになっているので、
年 13回満月の現れるある年には、その春の 3番目の満月に“blue moon”と名付けたのだ。 
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ところが、1946 年 3 月号の Sky & Telescope 誌にアマチュア天文家の James Hugh 
Pruettが“Once in a Blue Moon”という記事を寄稿し、その中でメイン州の農事暦を取り上
げ、その解釈として、「1年に満月が 13回現れることが 19年間に 7回ある。そんな年に
は、11 ヶ月は毎月 1 度ずつ満月が出るが、1 ヶ月だけは 2 度出る。この 2 番目の満月を
Blue Moonという」と記してしまったのである。 
Sky & Telescope誌の Olsonら 3人の執筆者は、Hiscockが“同じ月に出る二番目の満
月を blue moon という”という新定義を全国に広めた番組として名前をあげた Deborah 
Byrdの“Star Date”の放送原稿まで調べ上げ、とうとう、1980年 1月 31日の放送原稿に、
Byrd がこの定義の出て来る 1946 年の Pruett の記事を参考にしていた痕跡を発見したの
である。 
彼等の連名記事は、Sky & Telescope誌の創設者 Charles A. Federer Jr.の「（同じ月に
出る二番目の満月も、ひとつの季節に 4 回出る満月の三番目も）どちらも害がないからい
いではないか。話題にするだけでも楽しいし、人々を天文に興味を持たせることになるの
なら」という言葉で記事を締め括っている。 
 
 
３章 Blue Moonはロマンチックか？ 
 
Bill Monroeの“Blue Moon of Kentucky”に出て来る“blue moon”は、呪いの意味を持つ
月ではなかろうか、という疑問から“blue moon”の意味を調べてみたが、思惑どおりの結果
は出て来なかった。わずかに Hiscockが、彼の言う“blue moon”の六つの意味のうち五番目
に「悲しみ、孤独のシンボル」という意味があることを挙げ、その例として“Blue Moon of 
Kentucky”に触れていたにすぎない。 
 
私は、マサチュ－セット州出身の男性とオハイオ州出身の若い女性に“Blue Moon of 
Kentucky”に出て来る“blue moon”は、呪いの意味を持っているのではなかろうかという自
説を披瀝して彼等の意見を聞いたことがある。 
男性は、「そういうこともあるかもしれない」と答え、女性は「“blue moon”は単なるロ
マンチックな月にすぎないでしょう」と一笑に付したのであった。 
 
戦後の日本にも「月がとっても青いから」という流行歌があった。菅原都々子という歌
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手が変わった節回しで歌い、1955年に 100万枚売って当時としては空前の大ヒットを記録
したのだが、“月がとっても青いから 遠まわりして帰ろう”と続く歌詞から、この青い
月も甘いロマンティックなものと一般に受け止められていたようだ。しかし、よく聴くと
三番の歌詞に、“もう今日限り逢えぬとも 想い出は捨てずに”とあり、この青い月も失
恋の淋しさを反映したものと判明するのだ。（注２０） 
 
最初に書いたとおり、Billはこの曲を 1946年 9月に吹き込んでいるので、1946年 3月
号の Sky & Telescope誌に James Hugh Pruettが書いた“Once in a Blue Moon”という記
事を読んで、同じ月に出る二番目の満月という新しい民俗伝承的な“blue moon”の意味を知
っていた可能性は皆無とは言えないが、天文学の専門誌を地方の一介のミュージシャンで
ある Billが読んでいたとは考えにくい。 
ただ、興味深いのは、Billの伝記本“Can’t You Hear Me Callin’--The Life of Bill Monroe”
の 80ページから 81ページに作者の Richard D. Smithが、「同じ月に出る二番目の満月
を blue moonと言う。blueの古い英語“belewe”には“裏切る”という意味もある。滅多に
起きない天文現象は不吉な象徴であったからこういう意味が派生したのだ。勿論、Bill は
こんなことを知っていたはずもないが」と書いていることだ。 
Smith は、この曲を作った当時、Bill は熱愛していた女性に裏切られているのではない
かと疑っていたことから、この悲痛な名曲が生まれたのだとも書いている。（注２１） 
 
あと 4日で 85歳になるという 1996年 9月 9日、Bill Monroeは亡くなった。今や作者
の Billに真意を聞く術もない。 
 
 
注 
 
注1： NHK「みんなのうた」2004年 10・11月新譜。作詞：湯川れい子。作曲、歌：諫山実生。 
注2： SUN-209, Sun Records, Memphis, Tennessee, 1954.7. 
注3： CCO 4607-1, Columbia Records, 1946.9. 
注4： “THE BEATLES A TO Z” (Eyre Methuen Ltd., London 1981), p.37. 
注5： 同解説書 21頁にはこう記述されている。 
In 1988, “Blue Moon Of Kentucky” replaced Stephen Foster’s “My Old Kentucky Home” as 
“the Bluegrass State’s official song.” (Mark A. Humphrey) 
また、テネシー州ナッシュビル市にあるソングライター基金のホームページにもまったく同じ間
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違いが、Billの経歴の 1988年の欄に“Blue Moon of Kentucky” adopted as Kentucky’s state song 
（replacing Stephen Foster’s “My Old Kentucky Home”）として載っている。 
http://www.nashvillesongwritersfoundation.com/fame/monroe.html 
アメリカの５０州はそれぞれニックネームを持っている。日本でも良く知られているものに、ニ
ューヨーク州の“Empire State”、テキサス州の“Lone Star State”、フロリダ州の“Sunshine State”
などがあるが、ケンタッキー州のそれは、開拓時代から同州のシンボルとされたブルーグラスと
呼ばれる牧草に因んで、“Bluegrass State”と呼ばれている。 
ケンタッキー州政府としては、ケンタッキーの名を世界に広く宣伝することに貢献したビルの
“Blue Moon Of Kentucky”を顕彰したいが、全国的に知られたフォスターの古典的名曲を the 
official state song of Kentucky から外すわけにもゆかず、苦肉の策として Kentucky’s official 
state bluegrass song なるものを創設して 1988年に“Blue Moon Of Kentucky”を州議会で指定し
たというのが真相のようである。 
（ケンタッキー州政府ホームペイジ http://kdla.ky.gov/resources/KYBGSong.htm） 
注6： 小倉百人一首第三十八番。 
注7： The Oxford English Dictionary, Second edition, 1989 
注8： Space Science News, http://science.nasa.gov/current/event/ 
これに先立つ 100年前の 1783年（天明 3年）にも、6月 8日、まず、アイスランドのラガキガ
ル山が大噴火し、次いで 8月 3日、日本で浅間山が大爆発した。この二つの火山の大爆発による
噴煙は 1 万メートル以上の上空に達し、数ミクロンの微粒子が成層圏に滞留し、偏西風にのって
北半球全体に拡散し、数年にわたり滞留して世界規模の気温の低下をもたらしたといわれている。
この時も青い月が観測されたと思われるが確認資料がない。 
注9： Space Science News, http://science.nasa.gov/current/event/ 
注10： Space Science News, http://science.nasa.gov/current/event/ 
注11： The Oxford English Dictionary, Second edition, 1989 
注12： The New Oxford Illustrated Dictionary, 1987 
注13： D.H.Laurence, Sons and Lovers, Chapter 12 Passion, 1913 
注14： Written by Patrick Alger/Eugene Levine, 1983 Bait & Beer Music ASCAP 
Mary Black : DARA RECORDS(Ireland) DARACD027 1987 
Nanci Griffith : Self Produced 1984, now in Rounder Records 
注15： http://www.infoplease.com/spot/bluemoon1.html 
http://www.obliquity.com/astro/february.html 
Folklore of the “Blue Moon” by Philip Hiscock, MUN Folklore & Language Archive など。 
注16： フロリダ州デイトナビーチ市の News-Journal Corporation社発行の 2001年 11月 30日の web
紙 News-Journalonlineの専属記者 Lynn Bulmahnの“An omen? Rare blue moon lights skies 
tonight”と題する記事。http://www.news-journalonline.com/ 
注17： Space Science News, http://science.nasa.gov/current/event/ 
注18： the Memorial University of Newfoundland Folklore and Language Archive 
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注19： Sky & Telescope, http://SkyandTelescope.com/printable/observing/objects/moon/ 
注20： 1955年テイチク・レコード。作詞：清水みのる。作曲：陸奥明。 
注21： “Can’t You Hear Me Calli’n, The Life of BILL MONROE, Father of Bluegrass”, by Richard 
D.Smith: Little, Brown And Company, 2000 
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